
●講師プロフィール●
白山眞理（しらやままり）
一般財団法人日本カメラ財団調査研究部長。千葉大学博士（学術）。写真史研究と、主に日本カメ
ラ博物館JCIIフォトサロンの写真展企画構成に携わる。主な展覧会は、「名取洋之助と日本工房」
（2003年）、「国際観光写真にみる1930年代」（2021年）など。著書は、『名取洋之助と日本工房
1931-45』（共編、岩波書店、2006年）、『〈報道写真〉と戦争』（吉川弘文館、2014年）、『京都

大学人文科学研究所所蔵 華北交通写真資料集成』（共編、国書刊行会、2016年）ほか。

開館40周年記念特別展「名取洋之助と土門拳−社会的写真を求めて−」
4月6日（木）− 7月9日（日） 会期中無休 9：00〜17：00（入館は16：30まで）

入館料：一般1,200円 / 高校生600円 / 中学生以下無料

主催：公益財団法人さかた文化財団土門拳記念館 / 共催：一般財団法人日本カメラ財団、酒田市

今回の展覧会の共同キュレーションをご担当いただいた
白山眞理氏によるトークイベントを開催いたします。

1930年代から戦後に至るまで時代と共に移り変わっていった
〈報道写真〉の歴史、そしてその中における名取洋之助と
土門拳についてお話しいただきます。

日本の報道写真史、そして名取洋之助研究の第一人者である
白山氏による貴重な講演をぜひお見逃しなく！

日時：2023年5月27日（土）14:00−16:00
費用：参加無料（要入館料）
予約：お電話にて受付中 0234-31-0028（土門拳記念館）

開館40周年記念特別展「名取洋之助と土門拳−社会的写真を求めて−」
関連イベントのお知らせ

白山眞理氏トークイベント

〈報道写真〉は誰のもの？
−1930-60年代の社会的写真−

山形県酒田市飯森山2-13 飯森山公園内
TEL：0234-31-0028

http://www.domonken-kinenkan.jp/


